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はじめに

1958年に始まる大躍進運動は，それまで支配的

だったソ連の影響を排し司第1吹九カ年計両期の

方向を大きく転換させてL、く， q1凶現代史の源流

（口農民の主体性〕を再び、歴史の表衝に浮び上がり

せる画期的な試みだ d Jた。その年の前半は，歴史

の省定と創出をその過程に統合して， i軍沌たる様

相が中国全土に出現する。 「重工業化jをR指し

て流れてU、た歴史はその枠をはずされ，農業の問

題がはじめて本格的に取り上げられる。その試み

の主体である農民にとづては，さらに農業の基底

に闘を向け，みずからの手と思考で新しい農業を

模索してνかなければならなかった時期である。

模索は，ソ連の経験を直輸入した「高級合作社ー

トラクダー」という“理想、型”を排し，逆に“i竪

れたもの”と見なされ，傍系に消えていくと毎え

られていた伝統農具を改革するところから始めら

れた（注目。いわゆる「下がらjという形で，湖北

省のー農村で自発的に開始されたこの運動は， 58

年3月には全国的規模にまで拡大され，三の段階
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で農具改革運動は，将来の！現代化jに向けて現

在採ることができる唯一可能な方法である（注2〕，

と規定される。との規定をどう見るかという問贈

ほ，結局そこで否定される！近代化jの性格をど

う考えるかに帰着しよう。もともとアメリカの対

ソ・対γゾア世界戦略の J 環とヤう性格をもっ

「近代化論Jでは，すべての社会が体制の違いを

超えて にこ「近代化Jを目指す発展過程をたど

ると L、1 一定のイデオロギーに基J iく没価値れ

が主張コれでいる位3＼のちに見るように，問題

はイデ寸リギーの内容にではなく， “遅れた”と

見なされる社会に［~'I 己の立場をそのまま押しつけ

ていく，某本的にパ歴史概念上の“近代”で確立

された合理主義的な思考の形式にあるo遅れてし、

ると目される部分（たとえば伝統的農法〕を“理想

型”によ－－＿，て排除していく＿）~ ，，、う場台、第1次5

カ年計画期にはソ連の方でも，こうした意味での

「近代化jを中国に適用していたわけである。そ

れに対して大躍進は，ソ連を目指し，あるいt土受

容する水平的な発展に対して重度の，中国に独自

の新たな歴史を切り拓くれ “近代”から“現代”

へと歴史を転換させていく，単発の実践過程と ＇¥i

えておくことができょう。

この歴史的発展方向は，農共改革運動が伝統的

農法の変革を引き起こすまで深化する形で貫ぬか
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れる。ふtiんの年であれば，日々の：農作業は農法

の手順にそ〉て，時間的・空間的に緊密な結びつき

をもちつつ進行する。今日はどの畑に穫を播き，

どこの畑の守Lを取る、と。定式化していたこの流

れは流動化し，旧いものから新しいものへと変質

'.._ 4 つ，｜司ll寺；こ“近代”から“現代”へと加速さ

ALつつ，民主ケるし〈展開してい｝た。弐民改革

のためのあらゆる着想，あらゆる拭みが直接農作

常の場で実行tこ移され， しかも誰：ニも，その結果

はわからないという時期であった。この期間はき

わihて短かく＇ 58年；1)1に始まり、 6月末でと考

えられる。 7月には運動の組織化が計られ，大騒

進運動はこの時点、で，均衡へと急転回する。

大躍進の全体像はこの発展と均衡の両側面から

浮び上がってくるのであるが，本稿では歴史的発

展の傾向が明瞭に現われる運動初期の問題を取り

上げて，強された課題は別稿に譲る。第I節では

銭其改革運動の展開と深化について，第H節では

「現代化い、という形で提起された大羅進運動の

性格を問閣にする。第皿節は，以上で問題にする

“近代”の性格との対院で，新式unを生み出す伝
統的農法の動態的な特質を考察する。ここから引

き出されるいくつかの結論については次稿に予定

し，最後は新式農具の事例を紹介するにとどめた。

（注 1) 小島堅苦ill：「大躍進政策の再評価」（『アジア

ii＇；＇斉』 19fi7イド12月） 1:! 13ベ ·~ 0 

〔注2) 『人民日報J 1958年 3) ; 2211。
（注3) 日尚六!lfl「U本の近代化」（『現代の且スプ

』 196::l年 9月〕 ］らー17ベーン 3

I 大躍進運動の展開と深化

1 震具改革運動の展開

1958年3月3日， r人民日報』の一面に湖北省当
陽県の事例として，水干I］工具を改革してい〈抱馬

場［Iで始業叶／ヒ試みが全県に推し広げられ，やがて

中閣の“近代化”左“現代化”

は運搬手段，生産手段の改革にまで発展して現在

進行中であるという記事が載せられている。胞馬

郷の大衆討議の中から生まれた運動の萌芽が，企

国的な規模で展開され完成されていく，その最初

の契機であった。運動の祖形において中心となφ

たのは，おりか九進められていた冬期の水利建設

現場における土砂の運搬を，モッコから一輪車に

切り換えるという簡単なものだったが，注目され

るのはその展開の早さである。最初の討議から抱

馬全郷の切り換え完了まで2・3日，その試みを各

郷の幹部が参観して全県tこ普及するのに5日開。

そしと約びと月後の3月の下旬には， 「現在各地

の農村において，大衆を主体とした生産工具の改

革運動が進行中であるjとして，モツゴに代わる運

搬車，口一プによる運搬，木製の地固め機や起重

機，水車を動力とする運搬，井戸用の堀さく機，

あるいは各種の揚水機，箪刈機，苗聞の除草機な

どの改良工具が紹介されている〈注1〕。水利建設に

関する改良工呉はほぼ出そろい，さらに春の農作

業に向けてのいくつかの農具改革の試みへと，こ

の時期運動は大きな展開を示す。単なる改良とい

った域を超えて農村生活のすべてに深刻な影響を

与えつつ，やがて 8月の人民会社決議へと昇華さ

れていくのである。

この運動の背景をなす，史上はじめての規模を

もっノ水利謹瓶建設は，合作社化運動を基盤に56年

から推進されていた小型の水利建設を継承してい

る世2)0 この間，莫大な投資を必要とする大型の

プロジェクトか，それとも中・小型の水利を主と

するのかをめぐって議論の対立があったという

惜幻。中・小型の水干lj建設とは，河水を多数の連な

った溜池に導入して，洪水時の氾濫をそこに吸収

するとともに，その水を濯慨に利用するという考

え方である。この方法は，何十年に一度という大
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水害はともかく，経常の洪水であれば十分消化可

能である戸それよりも，問題は排水である。調池

の水仕常時には謹概用水として利用する計画だっ

たが，それから先の，排水網の整備が空白にされ

ていた。華北のアルカリ地は2400万ヘクタールに

達し，その他少なからぬアルカリ化し易い耕地が

分布する U+.4 )0 こうしに地では，不完全な謹棋

はかえィコてアノレカリ化を促進する。不断の水分の

蒸発は，伝統的な労・剣J（表土を携fドL鎮IJ－するこ

とによリペ毛細管現象を拘lえる〕に頼あしか防ぎょ

うがないからである。鋤についてはのちに問題に

するが，上述との関連で，早くも大躍進の最中

に次生アルカリ化に対して替告が出され．排水溝

（明渠〕の建設が呼びかけられていることが注罰

される恨の。低地ではもちろん淡害が心配である。

こうした問題を苧みつつも，水利擢瓶建設は57

年10月から翌年の春仁かけて，連日平均63悌万人

以上の動員という大規模な形で進められえ（注6）。

この結果引き起こされたのは深刻な労働力不足で

ある。農民はつぎのようにし、って嘆いたという。

「誰が穀物の多いことを願わないことがあろうか。

ただ，肥料を集め施肥するには人が要る。井戸を堀

り，水利建設をするには人が要る。精耕細作には

人が要る仁一言でいえば，この入手不忌をどうし

たらヤいのかということだ l。山西省必県先峰合

作社の農民の話である〔注7)。この合作社は，男女

の労働力・半労働力が 115人，常時農作業に参加

できるのは40数人， 1人当りの耕地面積は25歓

（ムー。以下同じ）である。労働力不足によってつ

ぎのような事態が出現したという。「去年は100畝

あまりの耕地が播種されぞ， 1αm担あまりの肥料

が施BEされず， 3畝余の豆田が全然耕やされなか

った。今年の農・林・牧・副業の言十闘では総計2

万9800日の労働日が必要となる。しかし男性労働
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力を平均300日，女性労働力を100日とすると，総

,iト2万3300目。 6500日が不足する。合作社党支部

と管理委員会の計算したところで｝主，140畝の耕地

が荒廃し，今年の緑化・水利建設も計画を下回る

ことになる」。すでに昨年中の積肥運動や水利潜

絞建設によ.' .亡、農業経営の粗放化が進行してL、

たニとを知る。しかも年が明けて，建設の規院は

日増しに大きくなる。その結巣この合作祉で探用

されたのは，労働力の再編を中心とする， ii項目

の措置であ，yた【it8）。

いうまでもなく日々の農作業は，農業技術や農

村生活の全体とかかわって，それらを整合的・有

機的lこ体系化L、農法としての一定の均衡を維持

していこうとする，強い内的な必然性をもってし、

る。水利濃概建設は，基礎投資として農業の基底

を高次元へ移行させる試みであったが，その発展

過秤ーの一方で，当然農法体系としての均衡を回復

し上うとする作用が働いて〈る。さきの農民の嘆

きはその端的な現われであるが，見方を変えれば

それは，伝統的農法の体系内に長い間眠り続けて

きた発展の諸契機が，水手！Ji－葎絞建設をきっかけに

一気に胎動し始め，体系としての均衡状態の破れ

目から将来の方向が垣間見えだしたということで

もある。少なくとも春の農作業を目前にして，農

訟は“発展の側面”と“均衡の側面”に分解し，

相互に対立状態に入る。

先峰合作社がそうであったように，この対立か

ら生ずる労働力不足を解決するための労働力再編

の試みは，農村に既存の諸条件がその極限まで利

用されていく姿を如実に示している。この過程に

ついての検討は機会をあらためるが，農村の生活

はこの時期，新たな発展と高次元での均衡を目指

して，根底から覆えされていく。 「経済的・技術

的要因で，既存の農村（農業だけではない）の秩序を
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全局にわたって変革してL、かないと‘水利・積nE
運動それ自体が進展しにい、とL、う事情がある。

たとえば，水利運動は農業の技術的関連性から必

然的に施肥の増大を要求する。当時の化学肥料の

僅少な状態では，有機肥料の取得運動へと発展せ

ざるを得ない。何百年も堀り起していない士聞や

躍の土堀り，溝堀り，便所の建設，家畜の放し飼

いから固い飼いなどを含んだ， 宇〉らゆる積nE運動
-/)',, 水利運動にわずかにおくれて｝長問されること

になる。便所作りや家奮の怖い、飼，，'1土， たいへん

な生活習慣上の変化とならぎるをえない」位9〕。

そして58年春，運動は新たな局衝を迎える。「合

理的に労働力を組織して，充分大衆の積極性を発

揮させるのは，労働力不足の矛盾を解決する方法

である。ただし，このち？去はあ主 f）多いとはいえ

なし＇，＿j主要な方法は農よLを改革するところにある。

湖北省褒陽県の醇心旺た人は，ノ！えもち播種機を創っ

こんなととは今手播の10倍の効率を上げたη一’ー
に，

までなかったことである。こうした工具を使えば，

1人で10人分の農作業ができ， 1日に10人分の作

業ができるc 作業量の多いこと，時聞が緊急であ

ること，労働力不足であることを解決する最もよ

1，－、方法ではないだろうか l〔傍点リllfl-t'f〕。 3月14日

の『人民日報』の一隅に，各地の状況を報告しつ

／）小さく出されたとの意見は， 九月n日と3113の

2度にわたって， ただちに社説で追認されること

「われわれは単に大衆の情熱になる。すなわち，

とか，労働を強化するとかに頼るだけであっては

ならない。各種の具体的措置が必須であり，特に

技術革新を推し進める必要がある仁 そのうえでは

じめて，生産大躍進を実現する保証が得られる。

生産工具の改革という大衆運動のも.）ている重要

な意味はこの点にある」と。胞潟郷の大衆討議か

ら生まれ， 3月初旬に紹介されるやたちまち全国

中国の“近代化”と“現代化”

に広がった農具改革運動は，ここに技術改革とし

て方向づけられ， 「新たな農業技術革命に帰着す

るものj という展望を与えられる。 この段階で，

「工具改革」という言葉は，農具も含めて広く「生

産工具改革」とされている。春の農作業を目前に

して，；農村諸条件の変革，労働力再編成によって

もなお発生する労働力不足の，その最後の解決策

として，新たに農具の技指改革が取り上げられる

切迫した事情を理解することができる。

逆にいえばそれは，新式農具の農村への導入に

は，農村に既存の諸条件の根底からの変革を前提

としたということである。伝統的農法の体系内に

長い間規定されていた農具に手を加えるというこ

とは，想像以上に， ある意味では新しい技術を創

り出す以上にたいへんなことである。既存の諸条

件がその限界まで利用され，伝統的農法の枠が破

られたところにおいてのみ，伝統農具の改良（モ

デルを前提とする〉から新式農具創出への展開が可

能となったのである。

2. 運動の深化と伝統的農法の変革

大躍進以前の段階で新式農具に対応するのは，

ソ連の経験を導入して奨励された新式畜カ農具で

ある r その性格はのちに問題にするとして，
宇 旨

」」

ではそれが農具改革運動の中で変質していく過程

を通じて，新式農具として結実してU、く伝統的農

法の変革過程を見ていくことにしよう。

新式畜力農具の中で重要な意味をもつのは双輪

双鋒撃である。名前の通り，鉄製の大きな両輪

と，横に並んだこつの整鋒をもち，耕探を調節で

との撃はソ連から導入後ラ一定の試験・奨

励段階を経て，55～56年に大量に普及されたが，56

告示
」 u’υ

年後半から57年上半期tこ，主巨体が重いことからく

るさまざまの批判が出され，南方の水岡地帯では

積機的に使用しようとはせず，北方の少なからぬ
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畑地でも普及がとま ＇） たという経符をも

その後も j折江省， [I日川色、，安1~生省、などの一郎で使

用が続けられたといわれるが（注11入58年に入－－－，て

間もなく，モ（／J／宋耕性能に関連してf:.'r的な内評

価iを受ける乙ヰ_J7型lとノJ,1')

｛史用でき司 iJe開12（）～：i0-1＇.ンチなら鉄治を木製 ιし，
ーと部を若干改装寸る、あるいはついートパ＼他部u

をつけるだけで卜分使用に耐える川12）と r

この再評価に続レて， ！；リイ本に根本的な改車（／）子

が加えられるわこの時期の改革例i土14極あると伝

えられるがGel.Il，知i'1えた1,.bfl〕で；士、＇・＇ fれも；l(,

ダリであっfこ:ii'1Sキを自ij{灸に直己し， {;jtjq',のいい＇fcをき九

に深くする ｛（＇体への創型である乃

たとえば，河南省長葛県；第一忠告社でか1.-, ,It t: 

ものは，前詳の耕i1Fが2fiセンチ，後枠はそれ主り

さらに23センーFi架い 2頭から：i政孝きで耕深50

センチ， 1日3畝の耕転がl可能という l出－nci両輪

ははずしてあり，｜通常の新式歩と kく似てU、ふj

と指摘してふふ〕末！？式歩f(1＿の作体に，メxffff＇のJ,-,

俸をつけたものと考えても上いれ

また山東省平！京県供鎖社の技術員張新元のi没；；I令

したものは， 2頭主をきで耕i液26センチ， :i ＼環濠き

で33センチ0 1 fl 6畝が可耕という（注JS〕η

間同省出南県羅劉社の農民劉恒傑の台I］出したも

のは，前鋒の耕深がBセ〉チ，後鮮はさらに23-tテ

ンチ， 2頭牽きで33センチから40ゼンチ， l8可耕

3畝 2分と 1可、う UH6＇。劉恒傑はこのほかに f》い九

いろなものを倉lj案しており F のちに紹介するの

双輪双よ午＇fの再評価は市江省で開始され（召け｝，

禁中・華南の水田地帯を中心に積極的に進められ

たが，結局北方の広域の1手作地に適合しただけで

あったという吐18＇•むしかし北方阜地に深耕11"が定

者したとい7事実は、－j屈ではたいへんな成果で

ある。三の点に関して， しばらく：：：：i去の庁芸史をj~

40 

って3芹る三と lこL上うわ

華北畑作地帯における伝統的農j去の発展は，両

山武一氏によぺて，つぎのような経過をたどるこ

とが明らかにされてL、る。すなわれ、伝統的農訟

が1,i;本lめに定式化された『斉民要術;1( 'i'-IJ~,;,,_,_ 'f.'' 

i是正車,I-:fドftu、t，；担：紘初年，日；lO～出。ィr11:1に／j七りでの

耐早畑作技法の段階では，’ト麦はまだ下回のw物
だった。それが近jll:（宋・；c；に無施肥・無濃税

j也の広大な自；1也にのぼりえたのは，耕Jと過程の革

新強化（，二上る深耕の実現によ九ごト分な地沢が係；

保されたことと，畑作におし、ても施肥が強化され

たためである＇／ tl9）‘この革新強化とは，第 1段階が

双牛大作zにヒる深耕の実現，第2段階が堀り起こ
J ・－ 0 ウ

;_',:;/l fこ巨大な料開1M（士く!l）を俳く事実荷主【Jの導

入であり， ［＂要説icJでの行＇f井・労 ぴげ段階から，大

f＇（＇ ・ f失荷札·~.労という 3 段階八の発展を指すっ『要

誌はの段階では， JJ十深が浅いことによって労が表

一上の1奄？な（祁1/1か鎮！：I今）の機能をはたしたのに女、札、

深耕・細tpi・熟労の干11十字技法の展開は，耕士層の--j・

分な地沢の確保を可能ならしめたのである（注20）。

華北でのこうした発恨の e方で，『要術』で定式

化された農訟は，店末以降北方を凌いで隆盛をみ

る正雨水田地7貯の稲作技法にも継承される。そこ

に展開する農法においては，；葎j段水はその士壌粉

砕し作用に上って 1ilt-転に代替する機能jをもっC

この機能は逆に， m耕体系の発達を阻止して手播
・手持株を農法の支柱たらしめ，かくして「本来東

アジア乾地農法に規定さるべき本質＝手持耕は，

水田農法に才3いてその極地に達するj(,121〕。伝統

的農法は‘ここにその完成された姿を見せたあと，

lifJ末清初を境に長い停滞に入る。清朝以降は農具

の発展はもはや見られず，主として濯概の発展に

支えられたという位＿22)0 けだし、定成された技法

の展開過程であるの



1976080043.TIF

大躍進における水利濯祝建設は，こう Lた伝絞

的農法； (T)完成，したが ＇） ご‘面では停滞、を大き

く月）』去HL上うとし、う J宣伝lをιノのであゐが，よス上
の吟察からこの水利i輩慨とは，伝統的民訟の｛ド

系1J,11二I，、わ（土、“偉大なてと：γーとして， i埜f主的iこそ

1'1:4；頃を i孔：屯さjしきた， It:土｛、ノ（＇）で /.i，ることを全l ！ 

る O オ f仁 j 〕 τ〉その Ji主開 j品程に［土， z~tl十；：信IJ/Jj ；ニ！ i'iJ カ 逼

わさ ζ〉をえ穴工いA巨、丹！，・ド主カ

いたjラ；アであるコ←｛手♂）持十起♂）段i析で， 以ヘ吊 f（をは

じめ新式歩可＇J t新式市）J；土久（／） ノ】）ヤ1I! i也作など

のT/1’本がぺぎつぎとじ安材ド（/'-_t.";ゃ下されていく光！？、

は，それ白（本刀、新式農民自1)/I¥のj品位でふると1,,]I！主

に，いままで伝統的ど L、う作11＇！，二閉じ込山九れて

いた発展の諸契機をそ二；こ結実せし ρ口、く‘伝

統的農i去し吋i表取過程でl，ふ，－，r:：，そして，z輪双、バ1
7どが華北早ill也び）広域tこわた v tて定者干したとし、う

事実；土，大限1邑におL、てi王；ま 一Jc:i'<v）深,tl初、通実胞

段階に入り，伝統的農法の発展方向であるi4巳耕の，

その長、、11円亡nt Ji，て、たll燥が仁ウヤく達成主れ

たことを’／； 1( ，＇史耕，：：に！貯金 tこ実／也＇； ;j L：五のよ刊行で

おりうそれ乞 •JIJ1i止C ~－ご全1hi(t1J ；三多！：巴・ぷ ti/lが 6ノVよ「》 jc 

る〕n f弓「う ・！てi'.fi}:)j:1)・a：コた現するleら；i,'f存－北の

1、井地はflt号｜、，，，三1一，＂＝

高田早峡、I）常1戎；土lt乙），〆ど解i内4るJ : , :n、といえ

るのでふふ（
，、ロ？

ところーご以上の差是｛去の発肢は、労・れとレう，

耕；／l~後の保水のための鎮圧過程をも不必要ならし

めたわけではなν。特｛二，中国農法において独特

の役割！をはたす必！の機能（保水・除草・ Ji；士） υE2•t)

l土中排除広の段階で，はおその意義を失うことは

なか iたの中排除草作業の改革は大躍進ではじめ

て試みられ，モの中心になったのは子ぽ；を機械化

した「三街転倒jjである。

深耕r－；－，主導入には， j渠耕強化に伴ろ干11土技法の，fc

rJ寸月Cl） “近代化”と“J),1,(に｛ヒ”

事！？が必要どなるのはここに見た通りであるが、 3

らにそのあと、この過程が中排除草段階での精tJI

細作とどう関連寸るのかが問題となす》てくるつ

のlUケル、て熊代幸雄氏i主，農業機械化のうえに

帰耕制作の展開する形が，伝統的民訟をホ J ノ人iI 

尽力の強し、｜並々では必然的な発展の方向である，

どの二／きえ方を提示されてU、るのすな才）ち機械化を

IJll提とした深耕・持；植という単位収量増大の方向

を空間的に編成し，最終的に完結させるのが精耕

細｛乍である（「＇／，＂ r,rm造成！），.むしろこの－Jj向は， l西

欧農法では高度機械化段階の超輪栽農法にその民

Fl持の兆しがあるいii25）ど η 単位収量増大の方向と

は，日い換えれば人為的に農法体系の空間を緊街

化すること，あるいは相対的に，内部に仏J.》て雫

問を拡大することを意味す『る。この拡大した空間

主維持L，内的に系列化L，体系としての必然性

を明確にしていくのが精耕細｛乍の役割である η な

L、しは個々の意味を貫ぬく，空間に秩序を与える

時間としての役割である。のんに検討するように，

良法はこの両者を体系として定式化することによ

って成立するつ拡大された空間がそこに回有の時

間の流れを伴うのは，農業が自然状態を脱して以

来の本来的な発展過程と考えることができょう。

こうした限定を置いたうえで，深耕！fと関連し

て注目されるのは，大躍進におけるさまざまの紅

の創出である。名前だけを列挙しておけば， i片L

浪双柱多歯砕士f'l:;」，「単法）＇.＇（ ,~! (/+26), 「斜歯行

子）f'IU+27) l 「水同円盤歯浪杷jil,j用器jく性別，「蒲

1部采t'2J（注29）など。この円盤歯はヂ fスケハロウ

の小型！！のものとも考えられ，さらにこの段階で中

排除草機はまだ制型中であったが，子11止を大助に

する，草メlj.収穫用のノト鎌を大鎌にするなどの運

動が進められていた併30）。この他，その後に姿を

見せる播種機，田植機、収穫機の台I］型，石臼の動
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)J化などと｛）合わせて、大躍進民共改革の試みは，

ー－，ず一、－,_ R令した技術系列に位置＇） :tて把揮するこ

ど1)'11J能である「！

十ともと新式氏目立、水利j監獄建設；二上 pて，j

き起こされた労働力不足を解決すふためとνう，

技法体系山発Mと均衡へω分解・対立傾向を解消

寸る性格をも－ J，，ーかはi架耕＇（導入に対応す一る，生

主主手段山技術的ff専hx'.C 1! Wt手段の分長と労働力のうI

/;t:v>tt, ＇.＇と正S,h.民作業の労働生産性を高める発

展の側i乱（也-JJはその実現をま J pて体系の破綻を

采I）超える均衡のjJ(!Jt耐とを統合する， i山iifの接点

；こ位置〆jけられる性格であるの伝統的農法発展の

JJr訂：土、 そhが新式農兵につぎつぎに実現されて

いくとともに、個別の体塑を介して，それらを織に

民ぬく全体の方向として， 伝統的h特耕細｛乍の役

};1Jを：継承する均衡の方向を生み出すのである。

i欠章で取り上げるように大躍進における農法変

革の試みl士、 双輪7Xi草寺コからトラ 7今一へどいろ

単線的な発展過程はたどらず．逆にそこで切り拾

てられる運命にあ－，た伝統農旦を改革寸るところ

から出発する l

t+F f1ιi士、第 1' 

たとえば双鮮やから改革される深

:.; l~l ；二見られるように．新式Jj;げね

，）•らの改革例と｜［司じ形となるの新式歩；~；（土在来五

U文良のモテ／しである その体型i土双餅庁Jど古来li

の特長， すなわち双沖守Jの深緋tl：と在来JPの速主J¥:

gg 1関 双輪双減Ii"＇治、九日文：年； ~ J.L!=i~桃f{"

ぐr'+'r0r) 「人民H報』 l 958if 4 J-l 8 il。
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i'f,2図 新.rl:）長竿Jから改革された深耕常

（けmu『人民口十fU 1958,r g JJ 1'.! ri 0 

・軽便性＇／ Ul)とを継承し，発展と均衡の二方向を

その作体に統合して，伝統的農法改革の基本線上

に宗1tJ;'｛さhtこものとご与えることができる。

この体型につし、て，両者の優れた部分だけを取

り出して組合わせたもの〔すなわ九改良）と単純

にちえる二とのできない理由につL、ては次~＝で問

題に Lょう c 大躍進以前の段階での双鈴子？と在来

チとは，一方が肯定されれば他方は全面的に否定さ

れるという関係にあった。それぞれを内包して両

ffの背後に確立していたソ連型近代農業と伝統的

民法とが‘ それだけ絶対的なものだぺたわけであ

ぺ；｝， そ二に改革の手が加えられ，新しい保体が倉lj

/ Ljされてくるためには，両体系の絶対化が否定さ

it, T議；，'LしてL、fこ前提が無効となったうえで，

いう凶折した過程が必要だったっ

), 

すでに見たように，連H平均動員数6300)i人以

上の水干iJi産融建設は農業経営を粒放化させ，農民

の不満を引き起こす。春の農作業をR前にして，

労働力不足の根本的な解決策として提起された農

具改革運動は，農村諸条件の校1ftからの変革過程

を底流に， －方で深耕f（；導入力

jふ他方で拡大した空間を完結させる粍耕細wの，
相互に対立する空間的側面と時間的側面土の問を

大きく揺れ動きつつii!:展してし、くのである。

(ii= l ) 

(it:2) 

『人 l•~ : I 1r記』 1958{!3 Jj 2211。

小1:1,i＇／~J免「た品/i'j1[/J!f%li:,/，生 ¥i1 I （『了〆 7f予
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済』 1969年12月〕 56-57ベージ。

Ci主：l) 円＼民日報』 1958if 6月23汀。

（注4) ill本秀夫『中［，E<j農業投術体系の展開j アジ

ア経済仙究，iii 1965年五千ージ。

〔注5) 『人民11報』 1958年 6月18110

〔十1:6) r人民1-1報』 1957年12月23円。
（注7) 打、民日報』 1%Rir 3月19日。

（詫H) ，（耕地近くの，＞ Fに穴居をfr↓j，牛寸羊を

そこでおlう。②手頃なところに！悦穀場を作り，その場

でHf：肥を（lJる。⑨用具ーをifiやし，改良する。④弁、＇＇ 1を

ff-っアリll・れlことどけノλ 全；l:.1：の耕地＇. iJ' ：＇.の近

くに家土法：る。⑥村（））叫y ：ご） I 戸を掘る ！• !7ーたtl労働

力を手1]1/1，！司，＇0 ⑨冬正二［い： ; iii地に肥料士Flt、でじ

き，夏と秋には作物を矧いでlnlる。⑨世iの'ff!iii:・,I，＂；；虫

干害・耕地保全に関しては 11~ 人氏任制l とする。⑩ n?l$ v) 

地形をやj111 : ：；＇.，。⑪幹 ιι I;"作業への参／；1：η

Ci主g) 4、l与「大様；f仁止；：＇.Ii）再詳細liJ 19 20ベ－

v。
Ci主10) 『人民日報』 1958'-1'・ 4 n 1611。
（注11) r人民日報』 1958年 3Jj 3 11 0 
（注12) 『人民日報』 1958>1 2月5「1, :¥ ij 2日。

（注l川 「人民日報』 1958；下 3JJ 3日。

（注14) 『人民日報』 1958年4)]811.

Ci'i:15) 『人民li報』 1958 fj, 6月16日。

（注16' I 人民ll報』 1%8；ド6J1291L 

（注17) 「人民日報』 1958:17月3IJ ! 

（注］科j '1,:::; lん逸「が：U史被，農業工 11J (]'1 [ 1関経
済の長期i股'11阻』アンアffi育研’＇1¥:I町 19671!'.) 239-

240ベージ門

Ci主19) l円＇Ii,i¥ 『アグ l'i'J終法と熊：'tn ;, J 東京
大学出kS 1969年 4'.! n ーン。
Ci主20) [11］上書 112-113、－ / 0 

（注21) 熊代幸雄『比較農法論』 御茶，7)水 s官房

1969年 303ページ。

（注22〕 Iii本前掲，I[ '.!4 ＇←ジ。

（注Zl) 土：I U 前掲｝； 4βてージ。

Ci主24〕 向上書 96-97ページ。

Ci主25〕熊代前掲番 655-656ベージ。

（注＇.！ti) r人民日報』 1958年3月23rl0 
（注＇.！7〕 「人民日報』 l 95,<;:,・ 3月3Hlo

（注お） 「人民日報』 1958°! 4 fl 10日。

（注29〕 『人民日報』 1958年 7JJ 16日。

（注30) 「人民日報』 1958年 3月20110

中国の“近代化”と“現代化”

(icJ:31〕 熊i℃ 1lii J品苫 649ベージ。

II “現代化”の主体的契機

1. “近代”の性格

伝統的農訟の発展方向を継承し，大躍進運動の

中で換骨奪飴されて深耕整として再生する双輪双

係愁は，本来はソ連の経験を直接導入して普及さ

れたもので，イ去統農具から倉IJ出されてくる新式畿

J＼とはその出自を異にするのみならず，およそ正

反対の性格をもっていた。大躍進以前の農具は，

伝統農具・新式省力農具・農業機械の3種に分類

されており，この段階での伝統農一具は， “i竪れた

Lの”として「しだいに主流から傍系へと移行す

る」と考えられていた（注1〕。この主流とは，ソ連

の指導による第1次5カ年計画期の「高級合作社

トラクダ－_J とL、う図式を指す。新式畜力農兵

はこの関連におし、て，すでに確立されている主流

にいたる一過程という以上の意味はもたず，伝統

農具を排除する形で普及を奨励され，しかもそれ

肉体が，高くそびえる“理想型”の影の部分でし

かなかった。いわば“上から”という形での，あ

るいはモデルをあらかじめ設定したうえでのその

喫励に対して，大躍進の農具改革運動は，逆に遅

れた伝統農具から出発する η これこそが将来の

「現代化・機械化あるいは電化Jtこいたる現段階

で唯一可能な方法であり，この試み自体が「技術

革命であるJと規定される Ci長引η ー（双錯態改革の）

実験や研究tこは“百花斉放”が必要である。失敗

を恐れるな。定型生産（モデルに依る生産）には慎重

を要するj〔注3）。

“理想型”の設定は否定され，ソ連の影響を排

して，独自の方向が模索されはじめる大きな較換

点であった。
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勾ゆ口に伝統農具の改本とはいえ，それが本格的

にi自求された場介には， ゐ方に伝統的民法の変車

を引き起こし，他方で近代的発展を乗り超えるニ

}jiの展開過程をたどることになるれは必然的な経

緯であろう。大躍進を失敗であったと見るのが今

IIなおーー般的な川filliであるが，その試みはそこで

考えられてし、るように単に改良の域にとどまるも

山ではたい伝統農具を“遅れたもの”と規定し

て確立していた近代合理主義をも離えす，さらに

背後へと展掃してL、く奥行き， j選動深イじりもう一一

つの側面，をもっているのである。

ιしく同題に付Lば，農具改革運動で使用され
てL、る言撲は「現代化」であって時 「近代化jで

はない。すなわち， 「近代化jの対立概念として

7現代化Jが使才〉れてし、ると一概；こ言い切ること

はできない。この点について井上清氏は，つぎの

ように指摘されてL、る。 「最新の件学技術の成果

を系統的に採用することを， “近代化”あるいは

“現代化”という（fぁνも，ひじように多い。／）

い先日私は中国の北京をおとずれたが，その街々

には，“；品業の現代化，工業の現代化， i言務の現代

化、科学技術の現代化”というスローガLが，い

たるところにかかげられていた。この“現代化”

が“近代化”と日本語に翻訳されて1‘ι例もみ
た。“近代化”という概念のこのような用い方は，

社会主義国と資本主義国とのべ Jコなく，広くおこ

なわれているが，このような超歴史的な，たんに

品新式化というし＇）と同係の意味の“近代化”と歴

史的範曜としての“近代化”とは，はっきり区別

されねばならな＇.、。歴史的範曜としての“近代化”

が立の主ろに定義されるとしてL，それは必ず資

本主義の形成，発展とむすびつけられていなけれ

ばならなL、」也むc 超歴史的と歴史的の二重の意

味を「近代化jがもっているといラ指摘であるが，
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これに対応して「現代化Jの方も，この二重の意

味を未分化のままに内包し，前者に対しては肯定

的に，後者に対しては当然否定的に使用されてい

たと判断しておきたヤc 大躍進ではその騒黙たる

実践過程でさまざまの問題が一挙に展開されてい

くのであるが，後者の意味，すなわち氏によれば、

「必ず資本主義の形成，発展とむすびつけられて

いなけれ｛まならないjという意味であれば，これ

は文化大革命，あるいは走資派批判で問題となる

基本的な争点、に他ならない。趨腫史的な意味の歴

史的限界が対ずtの接点になるということでありも

大躍進で宋分化だった問題が明確にされていく過

程である。

ここに後者の意味での「現代化」は，政策レベ

ルの次元を超えーて，対概念たる「近代化jを否定

するという重大な問題を将来に投げかけている。

逆iこし、えゴ，将来の方向がなぜ f現代化Jという

耳慣れない言葉で表現されねばならなかったか，

である。 “理惣像”としてのゾ連の影の部分から

中国が脱却していく闘いの成果であった新式農具

は，同時に近代合理主義に隠されていたさまさ、ま

の問題をも，陰の部分から引きずり出す。この点

を明らかにするために，最初に「近代合理主義」

の母体である“近代 (18～19世紀の西欧社会）”の性

格を考察し， “近代”から“現代”への転換点に

立脚して，大躍進運動の歴史的変革過程を問題に

していくことにしよう。

近代の発展していく過程を具体的に見てヤく余

裕はないが，以上との関連で近代的発展の限界に

重点をl買いて，その本／~電をつぎのように把握して

才3くことにしよち。

こうした証言がある。 「19世紀においては，大

ていの人は，自分の身のまわりのもマ？ともらしい

証拠に基づいて，継続的に増大する生産も漸進的
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に無限に増大していく需要に！吸収されてしまうで

あろうと信じてνた！注引（｛0/.Z•JI用者）..各人にと

ってその世界は，ますます視野が開ける（注6〕とい

う形で， どこまでも限りなく，あくまで均重量的tこ

拡大していった時代だった。希望に満ちた，あま

りに楽天的とい－：・てよいこうした世界拡大の結末

が第1次大戦であず？たことは‘あらためて指摘す

るまでもない。

問題となるのは， 111：界大戦どして当然倣綻せさ

るをえなかったこの発展を，当時の大部分の人々

が， 「自分の身のまわりのも.＇ともらしい証拠 i

によって｜浪りなきも ,J）と信じ込んだ，その絶対的

な主観性と，主観をそのまま金体にあてはめてい

く均質的な世界観iこ〆）いてである。身近な根拠に

よって，世界が均質的で無限の空間をもってし、心

と信じ込むこの素朴さを， 19役者己と片付けるのは

谷易である。だか，ぷ近まで支配的で恥った［核

抑止力の理論」とは，人類を何回絶滅させうるかと

して，地球規模（／ノ空1111をいくつも想定したうえに

構築された“現代の神話”ではなかったか。地球

規模を起えて発達した現代の科学技術は．宇宙空

間に向かうことによ円て，く二の数個の地球という

空間をも乗り超える 問題はそれが兵器だからと

いうよりι，その拡散的な考え方が近代合理主義
の奥深くを貫ぬき，近代的発展の内部を風化させ

ていくと二ろにわる r それに伴うエ＞ 7トロニク

スの発達，交通網の整備とスピード化，近代的生

活様式の均質化...・・， 「テクノロジ←の発達と高

度経済成長は，宝i甘i を拡大し，時間を t~i.度tこ縮，：1ヘ

た。というより人間的成熟時間の犠牲において物

理的空間の次元をひうげ，その密度を尚めたj

借りと評される今日の発展は，その最先端も含め

て， u、なむしろそうであればあるほど，近代合理

主義の糸口普を色世く継承し←亡し、るように見える。

，，，囚o'J“近代fじいと“現代1し”

一言でいって近代の性格とは，確立された典型が

絶対化され，無前提に普遍｛とされて，均質的にど

こまでも拡大していく発牒過程をもっ，と要約し

うゐのである。

近代から現代への発展，しかも第1次・第2次大

戦という 2度の彼局を経過したうえでの発展は，

当然19世紀に支配的だった思考方法を乗り超える

努力を契機とするはずだった。それが今日までそ

のまま持ち越されるという傾向は普通では考えら

れないことであるが，逆にそこに思考の本質的に

皮肉な一面が浮かび上上現代がかかえている閣

題の特質を垣間見せるοl9i詮紀から20世紀J＇（／）変

革期には，意識は本来的に社会的なものほむとい

う真理はパヲドケスとして作用してくる。少なく

ともこの場合，観念性にまみれた主観を脱却し，

つヤで実践へと短絡して」、くことでは事態のL、さ

さかの進展も望みえなL、ζ とは， jムi訟渉氏のJ旨摘

される通りである。近代認識論の「主観ー客観」

図式には，①主観の「各校、性J,（夏j認識の i三項

性j，③与件の「内在性Jが含意されており，こ

こに二そ今＼：IOJ「逼塞状況」を打開するために，

抜本的に再検討さるべき問題構成が苧まれてい

るコ 「とはいえ司われわれはまだ、との“図式”

に版強く捉えらJ.1.,ており、今日，それに代えて認

識を述定しうべき既成の概念装置を持ち合わせて

はし、ないJ（汁9，と。

ところで，氏はここでこのための新たな方途を

提起されるのであるが，その展開については，な

お i各私性jをと越え出たII寺点にとどまっていると

いう限界を指摘しておかなければならなし、。この

点の検討にそ－，て論を進めていくことにしより。

もともと「主観」ないし「主体」（suhjecturn）と

L、う言葉は， i根底におカ通れたもの，根底にある

ものjといった「もののあり方jを指す詰であり

4ラ
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ケil一般に使／jjされる立味を七つにいたるに

はー台i扇的に存在するものの問で人間が中心とな
戸、 r
、に L、＼司 主観（ Jfいの「i庄f-1::fヒjのifill千呈があ

汁 Jこと！ぜ＇ ：） コすなわら主観の確立は近代の達成し

1こ重要な成果であ，，たカ

f守学心＇）発 Ii是過程にJ勺ザ、て，

しかしこの劫台，近-W:

主観とし、う語がわれや

個人を中｛，、に寸るとレ iた「各私的」な主体とし、

う，古味を伴うのは、 4斗求心意味方、，＂：， 'v～〉ぐ（宏

性lであ，） ：（同釘ff,Jh二と」であ 3て守主流がjt.;_ 

哲学体系にお，，、て；士、いずれも変性しti.,, 、本来(I)

安が堅持され口、た〆，110, 0 佐立された主体が個で

r. , T山、、~＇ -L ~、ドヤ，，，ラ令Jζ 河、’／｝こ 、、 yζよ． ，記、す三しもなL、のである t

問題は J Jぎの点にある υ 現代における賢史の発

M；土， 「各私的Jでキ〉る志、どうカaにか，ぅ、わ「，－f'

お土そあらゆと〉主観の子を離れる方向を傾斜Lて

I，、， Iた二 L‘ こうしfこ傾i'Hi,近代に｛確立されι
はや現代には通用しなくな pよ二主観（ ij本｝にそ

山一悶があること、現代科学技術や経済発恨のむ

そらく最良と目されU 、る部分に才仏、しそこに

最L適台LZいた近代的な空間拡大の構同がもは

や限界にさており、それが今ilv)I；亙塞状況Jiこ攻

実性を与えているということ、 そして二こで主観

が問題となる持fr. ころした近代乃系議との間述

をj友さ；二「る二とはできないというここである。

！よ松氏；土この「逼塞状況lを乗り超えるために，

｜件私的 l な主観を超えrl'iた次元での j七lri］主主見

性 （[nter凡LIhjekti,・i tat c= I日iu本：千二比1ft]L体代）jを提
l出3れる Lりであるが／J]],. ここで氏の理論の前提

レ伴、
- I，》、 ｝ご L、ζ，, .1 c；ノ pサー 1l-u > i 1:n主掛ド＼： ( fll It 

l長lH’I.lntersul,Jc、ktivitatI' と（士、｜各私的iであるか

と弓かには本来無関係Ti概念でふ〆 pた。 プザザー

川二才iL、ご問題とな.' だのは，近代における ih独

断的門名観主義｜につ，，、てであるeIL；二 もら独断”

が問題となる場介、
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；共同主観的jな主観も含め

に＇ し、ったん確立した主観を無前提に対象に当亡

はめていく， そうした近代合理主義に対する線源

的な反省から出発することが必須の課題となる C,

結果としては［各私的jな主観をも超え出るので

あるが，広松氏U 共同主観性jが外に向かず〉て展

開するのに対して，ブヴ什ーノレの「問主観性jは，反

省を契機として内部へと向う。近代で、確立された

主観そのものに批判のロが向けられるのであるι

そしてこのブッサールこそ，一切の判断をい〆，

たん中止するという操作iによ JJご一時的に主観と

存観を1,n石ljに置き，っし、で分裂している両者の合

致を，Jるとレう， 周知lの「現象学的還元！の提唱

によって従来の主流哲学に批判を加え（／Lill, しカ込

もその正統な後継者たることを自他共に許す， 19

世紀から201tt紀，近代から現代，，の変遷期に生会

宇：げた，科学華やかりし時代のおそらく最後の析

学者だ J Fたハ あらゆる哲学に共通の諜題である理

性批判を，思想、体系の破綻をも顧みす正面から取

リJJYること， これがフッす－ 1し現象学の最初に

して最後のぷ題であ／〉／こり この試みを， たとえば

!,,JじJ:H本から出発し＇）／〕，思想の体系的な完成を

究極の目的とするへーゲノLと対比してみれば， -t 

なわおその思想、が精神の絶対的な確立ー「！吐界観J

の確立という限りで結局近代の伴を超えるもので

なかず pた（仕15・，ことに対比すれば，

itiづけは明らかである

その歴史的な位

付言すれば， 19tH：紀のなかばにへーゲrしの忠恕

をし、わば逆転させることによっ ζ、すでにマルケ

てが近代の墜を

観念から只体へという転換によ Jて、 その思想は

本質的に現代のものである。だが歴史が現代へと

そのドA歩を進めるにあたっては，近代みずからが

れ己の限界トニロを1i,Jけ、徹底した反省、のもとにそ

の出自を乗り超えていくといった，産みの苦しみ
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というへきものが必要だ Jたけ主観が i各私的j

であるかどうかの点につ十ては，この関連で，な

お附随的な問題とせざるをえなヤのである。

近代みずからが近代を越えていく試みの一例と

して以下にフッサールの現象学を考察し，ついで，

原理的ではあるが多分に思弁的なその思想、に対し

て，実践過程としての大躍進における近代超克の

試みを見ていくことにし上う r

2. 近代超克の思想

アパJトール現象学が断片的な形で表明されるの

はちょうど世紀の変わり自， 1900年の『論理学研

究Jにおいてであったが，その構想、が基本的に確

立されるのは，さまざまの動揺や懐疑を経たうえ

での， 1907年ゲヴチンゲン大学笈学期の講義であ

る乙そ二で主張されたのは司主t＇.象に l1tJう主観¢認

識がそのままの自然状態では観念性（超越牲）を

まぬがれえないこと，そのためにあムゆる先入見

を排除する， ［一切の超越者；ニ無効の符号をつけ

るJという反省、がすべてに先んじて重視されなけ

ればならない，ということであった出16〕。「判断中

止（エポケー）」を中心的な手法とするこの理性批

判につL、ては，メルロ＝ポンティによフてつぎの

ように説明されている。 ｝われわれは徹頭徹尾世

界と閑｛系しているからこそ、われわれぶこのこと

に気っく唯一の方法は，この上・〉に世：界と関係す

ることを中止することであり，あるし、はこの運動

とのわれわれの共犯関係を拒否することであり，

あるいはまた，この運動を作用の外に置くことで

ある。それは常識や自然的態度のもってし、る諸確

L：を放棄することではなく、むしろ、これらの確

信がまさにあらゆる思惟の前提どして自明なもの

になっており，それと気／）かないで通用している

からこそそうするのであり，したが η て，それら

を喚起しそれとして出現させるためには，われわ

中E習の“,iiii¥ fじ” と“r~.f( f七”

れはそれを－I!寺さし控えなければならなL、からこ

そ，そうするのであるJ（出7)0 

L f口、に深められていくブッサ－，レの思想その

ものをここで取り上げる必要はなし、。興味を引か

れるのは，大部分の人々が「自分の身のまわりの

もっともらしい証拠Jに基づし、て，未来の限りな

さ発展にいささかの疑問もいだいていなかq た20

世紀ω初頭，みずからに無前提に与えられ，また

すでに与えられているものの一切をまず排除して

かかると Lう透徹した反省の努力が，大戦勃発数

年前のヨーロッパの一隅で営なまれていたという

事実についてである。当初フッサー／レが，現象学

のもっこうした歴史的意味をはっきり認識してヤ

たとは考えられない。しかし結果におヤては，最

後の著作『危機書』 （Krisis-Arbcit）に民間されるよ

うに，ヨ一口、ソパの「危機Jを；乗り超えるための

試みとし、う性格をはっきりさせる。二とω思想は，

歴史の発展が主観（主体）と調和をuってL、た，
したがってなお哲学が有効性をもっていた，そう

した近代がまさに終鷲しようとする際の末期的症

状を呈してくる時代背景の中から，一つの必然性

をも／，て生まれてきたものである。！認知のように

近代は， ! * J .l i..思う，ゆえにわれ：｛:Eりjとするデ
りルトから始まる。そのデカルトから懐誕の方訟

を継放して確立された「現象学的還元jは，還元

を行なう主観それ自体がなお無規定にとどまって

レることへの反省によって，のちに非デカノレト化

への修正をほどこされる（il:18）。上述の［問主観性J

における他者は，還元を経て純粋な形で取り出さ

れたわれが無規定にとどまる段階を釆；｝起えるた

めの契機，みずからに批判をカ11え， f臼己自身を

客観的に現実化jすることによって客観的世界を

把握するための契機，という意図のもとに導入さ

jもるのである〔注目）。
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品村jん＇.i:，本質的に｜超越す；－JとLc{f{t Lてし、

三＇ I吐界＇~とらえるためのフ、γ件ールみずからのこ

うした反省（t，ますます超越の度を深めぐいく[JI:

界を射位；ことらえ，そこに主体的にかかわ乃うと

jーら『おそんく近代、勺思想、内最後の努一々であ.，た

「；｝，れ思う IC/J,/1ilへの， :it世紀円九のこの！i.省、

士十＇＇て近代；土問；を閉ざすべきだ•｝たであ九ろり

どが現実にお 1、、ごは. 1Y33年山じ、J トラ』政権{i/1(’

、'r.i近、二L＇／ヤ系でふ p pた Yノサ－／l,i主大学を除ぞ：

され，大学構内への立入 I）禁止， ドイ、ソi母F''lで山

許·~（｝） 立与刊ペj再版 ι禁せられる，＿，ブ弓イブルヴに

おける fl；＇.［（｝〕生日はし fυ 、に孤独の影企l~長 ch, lY3約

半、その計後の病）;j'（を見4舞い. j~儀；こ今子lj iる（／）

：こさえ九〉たりしりすう '.><¥. !, ' L、J ハ七と

, I」（い｝そして二円十チス政権二そ， I（肢のlf且ど L、

7神話で十ってみ j"か心のλず；／j' 1・ l ' ti) tlt'!'llを民

1. -J J人ふじゆるmiにわた tてf.[;;iLfこ！）足引を確立

しとうえで，異質なものを強権で排除しごでもそ

; l :・' !c 絶け化して 1~ 限界に -tt(: L広げi：ろとした、

i止代内悪Lき［師i －身に体現 1,！こ史子だ pjこ山て

あるい とた l大東亜共栄i議jどいう山はどうかの

士山理念を絶対化し，作i也；：強；Jjlj的；ニ“県民化”

を押しずJけて l、ぺ展開過程は，自分の身のま，わり

の依拠に J;l;-):,、； 11じを：正当化し，そjt全然ffii抗

にどこ土ご i,tJlJ：＇て L、ぺた近代(I），ぞの末期的

状態トニおける断末1延山点、かきなのであ Jャ／こυ

3. 大露進における主体的契絞

必然的に帝i社主義rr,,1t1：絡を白肝心、るよlif-¥:: （｝）発展企

本命によ lご言え L司新たな歴史を切り1fiL、よ二rji

[ Fjにおい； tt fことえそれが単ぷゐ ｝＂.；ぇ）jとv、う

ニと Eあ J〕にい山己を給与tiヒし！ご｛むに押しつけ

てLぺ：程度を，，13大江間1ffiと［ ご取り上げざるを

えは！ィ、肘史的な背｛；tかある J 二，） ) ；，＇；（、で文化大）革命

七司近代fと起jえ匂 j二L、う立1¥J(C <!l r起近代（J)試み i

48 

と規定する指摘は（注21)，中国の歴史的発展過程の

協心を衝いてし、ると見ることができょう。文革の

初期に提起されたのは，現実とその結果を重視す

る実権派に対しての「造反有理iの二月えj子だった。

問題とな，sたのは， “現実の重視”を絶対化する

ことによ J’て逆iこ現実が陰の部分になってしま

う、そうした思考のパラドクスにJル、てである v

t-4主末期の深刻な事態は，実権派・造反派両背の，

それぞれの主張。）絶対化から発生したと芳えん

れるか，思考のこの皮肉な一面に•）＼，、てはすでに

触れた。そこにおいては，「各私性」を超えて「共

［，＇，］主観性！という観点に立ータたとして ι，てれに
けで問題は解決しなし、υ ついで， 「共同主観的l

に展開してし、く主観の歴史的限界性が問題とな J ' 

Eこよう心結局この問題は，近代を起えるために

どうしても通過せさるをえなャ，ーかは近代，，と

Jnl帰し A力は現代へと通ずるl_l¥l!：史ω分岐点に地

: r 1・,1l ・cいゐ、 －見簡単な“スブインクスの謎”

i〕立、である r

qq誌がこうしたi妓j院に；まじめこ与しかかっf二U)

；ょ大躍進fニ＇） た〕少なくとも中国は丈革終fまで

そのi也点にとどまり， じっくり日要をすえてこの問

題を考え続けた。簡単，.c.：.そこを通過してしまうこ

と乞，；1：さなv、文化，それは過去の歴史の遺産であ

り‘ 長J非である。

3て大躍進におL、ては，この間何が問題になマ’

たか合多少は推察しうるいくつかの手掛りが， iおf

r；が］ではあるが農具改革運動の過程で与えられて

L、ふ 伝統的農法の内1'lilから，その枠合｛政って食I]

/U 0 ilてくら新式農兵は，結果があらかじめ設定

3れてはいな 1ぜもという言葉の本来の意味での創出

でふ灯、その試み自体がすでに、確立した典型の

うえに展開される近代？？理主義を超克Lていく過

程である己 “創出”の主体としてそこに現われる
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ti）＇土‘内 flも lて十べ亡の先入見を離れている， f)ll

j虫で事黙な長Eその姿である V ｛手！！をづ！こう J

山両宵大｜υ］川里の主盛貴：t、柴を皆f-l＇ζ むい

ていて司大風に会一 lて動けなくなぜjこ＂この経験

か：・，層、L力ノtut1.山i',,tJ:'，、を符 lご、 i十日：2ti二千ト 木材・鉄・

！主／：c.どv）付YI・七買い、政不fから小さいIL輪水Jl王を

貸与Lごも「i • ~- c ,n,i~！ ftミ iこかか t二 士ぴ｝試み

J二付して． 今シ < ）） 人；土空想、た ：ご ¥, 、十、大半円人が

主~f王Lγレj太／七とした 美子は彼l山、うこと金i昔iか

ないので、 ＿：；－ j二一 Jて高往時Lてし t.＇；二 多く v>£11,f 

；｛；序ベコ）（ I；元・十tlf；こし江品、 たのを． 大五売を花、＝

て，JIき受けて 1.(, ·）というが、態でふ，／こ••• "< L、
::. I, .. -l.:式験とし、） H：こi土，めの気ffいが」体どん

な仁のをIf. fこぴ）カ込見に行こうと．老L、1、1；，さも

「イ人以上の人刀々、主ー 1た～）豆1,J（ル：とわり Ii¥L，水

Id井f也iこ流jL/Hしfこカミー il fし（.＇）ひとどさ， グノ、コ

全一服するく「川、，！）時間て‘ 1,Ji.iいド；土大）瓜でf徒ひ、持〔

yごし士｝た それ心、・， l tr;i'< iJ (' >IHl司ぺざ.）き

t二改良会／)[IえたlC:iこ司十一 Jとう己Ii足したと L、う t,-:!'.; • 

1：，，同県ィ：＇'i'r判リr,i,JY..王郷羅劉社のヲ1J11(1宇佐は．：主Jt2:: 

修涼し／二；j改良しだ：J1ゐ（／）に上ふん；）' ここ数

ii三新式民日の目JI究；二没頭し一亡いたノしかし家族か

らは，作物を If£ 】よこらかじこ 1,-c ＼、々 、可＼＼1援にな

る司閑なことばかり L C , ・ゐとトってHt鱗され毛

主わけの人守治、ら i土皮肉をレわれたとい弓。章夫本反

全買う金がI;;) , , fこので守主を v Jくしご事央工上誌で

行けてt1・, ' Jニふと、村人に笑われるの会i泣けご

II背くな〆Jて方＂「｝家 J二ヮ：：）＇その II免夜半にな 7 て

I JJ［］決機｜全行lj『j/[jし！：.. ・tiの1n¥v.械であら
とこんカムこAl i土実験の結果失敗Pわる二と －／），わか

，） ，再し！

て、 fえJ↓七に耕I也で=lミ験をf，恭り返し‘明方jfi:くに上

〕ゃく完成を見た乙 L、.－） '' ".j 

).J~起 i隼以白［j (') f主］，皆で山活である。ふ8＇－ドイ利二； i,

,1,1wν川“近｛にII::”と“J)lf'( i七”

Jl~ 見改革を試みる－ ）ぎのような光民が農村一帯に

展開するυiこの運動は，農業や水平I］建設に直接た

ずさわる農民大衆の中から発生してきたものであ

る什 tk見台！JIU者の大半は農民であり，農民の中の

大工ぺ3鍛I＃尿：であり，何千何万の平凡な労働；者で

ある J 研究や実験l土、耕地で，河原や小JIド＇）rpで，

山L叶i：同i上で、i:llih'i¥1であるJCIUS＼二の年の 3月

から GflにかけてLt，その後の方向を決定するさ

主さまの要i裂が， A 斉に， i軍i1tltこる状態で出現し

／こ，中国歴史上の大きな転換点であった。解放後

J) q11ばにおレてはじめて，農業生産；を含めた形で

の変革が議題として取りト‘げられ，もともと農村

にあ， pfニ農民にと ＇） ては，前例のないこうした試

みの主体としてー向 I＇，の努力で農業の基底を模索

してu、かなければならなかった時期であるの

J良民移i 恒 f"／~;J こう！いって皮肉られたというわ

1・1,4営工場はふんなに多いのに， t!l,具用のものが

ないのは市 pたことと。びEつあんたが技ム師／，こな

亡．例のf』f，吉、を十分強揮したら 1le 国営工場に

おし、ては、伝統農Jtは遅れたものとして傍系へ移

行すると与えられており， ~）j農兵を改革する新

しい試みに対しては，農村から排除されていく運

命しか与・えられてU、なかった時点での話である。

その段階ごの試みは良民改革の初発の形態として

極端な形で現われるが， lli1時に大躍進の本質をそ

れだけ明瞭に映し出すc すなわおそこで問題とな

ったのは，農村に外部的な要因としての“理想型”

の絶対化合擾すにとどまらず，さらに農民の生活

と忠芳方法を根底から規定している，農法たる体

系の絶対化をも克服することであった。

とはレえ作物を育てるという農業の性格からい

，て、そこでとられるさ主ざまの試みは，その成

果が鼠むに現われらとし、つたものではなかったっ

この時期の第1次5カ年J十画期との段階の差は，
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「失敗を恐れるな」という雷難に明らかなように，

一言でいえば“結果”に＞＜すする考え方の相違にあ

る。農村の内と外とに蛇立するソ連型虫τ業と伝統

的農法とのニ重の絶対化告と克服していく大躍進運

動は，成果が直ちに現われないという農業が問題

となる以じすべての凶結1是”を前提としないと

ころまで一気に行き着かξるをえなか ）！ιと見る

ことができる。農業の基臨を模索する試みは，結

果にとらわれない「試行錯誤jの考え方、た26）に立

つてはじめて可能だったのであり，その模索は一

切の前提抜きの，いわば手探りという形をとる。

しかもすでに直ちには成巣が現われないという

性格そのものが，体系化の必然性を農村に生み出

していく要国でもあった。伝統的農訟に見られる

農作業の手臓に関する厳格さは，厳密な手続きに

よって秋の収穫を確実なものにしようとする，体

系によ J て将来の保障を獲得しようとする重大な

意味を担っていた。耕起を終え，種を播き，やがて

それが発芽して豊かな実りをつけることを願う，

祈りにも似た農民の気持がそこには込められてヤ

たのである。前提を一切］設けない形で農業の基底

を模索する試みは，この保障機能と真向から対立

し，それを根底から覆えす。その展開過程はこうし

た次元まで深｛じしてヤき，さらに農法の発生して

くる根源にまで遡る。その倣i民すなわち個々の農

作業を農法として体系化し，同時にその体系から

規制を受ける，農村の生活と農民の意識へである。

大躍進の初期において，農法を介しごみずから

に還るこの試みのはたした役割はつぎのAょにあっ

た。いままで親密な関係にあった農法に批判のH

を向けること，すでに王盛食や劉恒傑がをうであ

ったようにその体系から脱却し，それとのかかわ

りを一時中止して，あまりにも親密であ F）たため

明確につかみえなかった本来の姿を振り返ってみ

ラ0

ること，あるいはソ連を典拠とする“理想、型”と

伝統的農法との，両者の狭間に身を置くこと，し、

かなる前提もありえないその地点に一気に移行す

ること，であったりこの試みの行き着く先に人民

公社の姿が浮び上がってくるのであるが，この段

Wrむはなお，現実を厳密に鋭｝とし LL、る伝統的flミ

説、を：乗り超えゐ努力が続けられい、た。新しノヤ超

法の模索，新式農具創出の試みである。 Jとしてこ

の新式農具三二と， }J,.、輪双鋒1'i＇がJif生されてくるi品

位と同様に，近代的農業と伝統的農法との絶は｛ヒ

を百定し，さらにその否定が反省（理性批判）に

まで深化して幽いくところから，まさにそうしたい

かなる前提も想定与れてはいない地点から例IUさ

れ亡くるのであるJ 伝統的農法からソ連を典拠と

する“理想、型”への発展が，遅れた伝統農兵制労

系へと追いやる近代的な性格をもち，したがて3て

均質的な空間iがどこまでも拡大しζいく水平的な

)j情iをもってνたとすれば，大躍進の試みはその

単線的な発展にクサピを打ち込み，拡散的な空間

拡大に対しω、わば垂直の，歴史的な発展と L、う

性格をもってし、／こと見ることがでさる。この意味

でそれは，中凶に独自の歴史を切り拓く。このク

サビの打ちiみまれる過程で，ソ連を典拠とする

“理想、型”は一掃され，すでに確立されていた前

提は無効とな－} Iこ3 “理想型”をい指して流れて

いた自明の歴史はその枠をはずされ， i；区を切って

中国全土に溢れでる。 “一望白水”のもとに残さ

れたのは，みずカ hらの手とみずからの思考，そし

と矛盾たる様相を忌して一瞬動きを停止するか

の，すべてを浸し，すべてを巻き込む歴史の奔流

であった。みずからへと回帰し．みずからのll'1自

を乗り超える試みが孤立した形をとるかど〉か

は，与えられた条件に左右される相対的なものに

過ぎない。反省を契機とする，二重の絶対化を克
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服しようとする努力は，ある時期には批難され，

ある時期には奨励されるという個々の状況を超え

て，この時期近代から現代へと歴史を大きく転換

主せ‘ “現代”たる性格をもっ人民公桂設立の機

運を牛J水出していくのである〈

I ; I' l) 小山！大l'tf,jffif,:1; ' 11！千！iii!I 12 -・1:3ベー

(it 2）『人jえ｜｜械』 1953：ド：lJJ 2211 0 

(i]; 3) r人民11報』 1958iド3JJ 3 11。
Ci主4) JI: Li，古「“近代化”へJ) . , ) ,) ）アプ，， ・i・ .! 

er思危1』 1963年llJJ) 11叫 12ぺ・－ ',, 0 
Ci：・5〕 E•H ・力← u'・)・ ,: ' ,. I）ヅへの1t以』 )-, 

: i 1 ・'" 1964年 19ベ』 F

ハ｜村） iU I付、自l；「’｛甘い iAll'rfに｝｝じ＇， 1.il .~文化i

t :r I" Y, !11＇：史23』 口波／.fJ,i/ ]l)(ilJ;i ) ι1 l 1、ーン。

( ii' 7 t 永井開之助「車F，与FU(' , 1; ;~ I記長！ill'Wli

cu',J, 111：公論』 1974>1°12 / J) 60ページ。

〔itニ8) 「I-1 ソ． 「フゴ ・I,・ p ベ＇°也叩 J( J:i,,i尺l「令：昨：；u
26ベ一ジ。

Cit 9) u」わ：ilj;『jil:界 1)11, 11,J .1: ，品：！r~N r'i＇構造』 ’幼1;,:

;¥f品J 1974'1 6 .... 8ページ。 「？宇佐、性」七 Ii, j/_[(', 

ii二J：＿観が常に各fl,山／ I ＼九n的なfV,J 
して f解される '・ パ モu, .t：鋭

<: 匁ノ：一認識する場合， い<i;<, i'! 111 _,j ,,;1,11-J平年一客体
11 {j いう関係をもっそ 恥 I，，：た~ : いること。

「1-111.f!:Jとlt' ]i,'c＇..，；決I笹川二1ft!!,. JJ/ diJ , -0 ,) ！注意識l''l

枠とあっ J，存体！＇］休は I/抑制内：： Lか犯保すろこ』が

できないとい 7考えゾj＇.を指寸。

（出10〕 中h存ー『返［II：］体ト巡の発Ip＇.と｜限界 J !.H京

た＂'f:tll Iii:;> 197411. 2 ・ 3ベージ。

I; J: ! l) Jl；、校 前十昌吉 rn iリJ

日七12) lム松捗『資本論ui': i') lii." ,il諭；1 1974 

2向日 Jミ← J 。ここでフソ→ー，， ',ii]，：＇，「Intersul】J-

ektivitatJ J：、;ii{f,/iに関！ . I Ji [i,J , ~o'1'1 I;: L、し形符

, J l' l"l HJJ.il':;JとL、弓 i ＇）＇ 【 !/I . p、11，上て“J七
[lij i• 制”ん ；J I i拡iI II！ぃJl、引い， I.ii Iiされていζ

「！d j九JU：十パ、てil, u：引が「九官、（1＇りな I,のlか，，
「JUl,Ji観的」，-IJ{ IJM L：いし 「弁fl、性」を恒久ii',

る，Ii!!r，＇が課題とむら。それに対して本稿では， 主観が
“！！π！ I州、. L I ・: 'l：付化 lt・ JJXft .J, . 歴史的限界性

そ問題に jるo j, ｝ぺ ! "HI観的」に湊

l,i i〆 、く，そ .））j品－f'lそ， i ''I問、心ll1J臣、i界について

I ！？凶の“:.ii代化”と“説代化”

Cある。ち公みに「Intersubjektivitllt」の訳泌は，主i

;lliにIi「判.lid.観性」あるいは「問主観性」である。

C/-El3) E・7 ッサーノレ「ヨーロッパの学問の危機

レ先験的現象年JC『世界の名著51』〉 中山公論担

iリ74'1 457・、ージ。

CiU4) E・7 ッサ，ノレ『現匁’Fン・i'!＇.，心』 ，，，・.）＂寸

J：バ 197:H 40-42へーシ。
(ii:J5) 本1w，己r現象学』 ti"君主,lt!,1, 1974 'I 41べ

島匂 ＂／。

(/1:16) ソッサーノレ『現象学の思念、」 16ベージ。

（注17) M ・メノレロ＝ポンティ『知覚の現象学 1』

/, ・fず兵隊 1973｛ド 12へージ。

UHS) 新lll義弘『現象学とはMか』 紀伊国燈書J.I,

1974；ド；＇； 7 58ベーレ／。

(iJ:19) E・プッ -tr- Jレ！デカノレ l、i’i'Jfl祭J（『I＂界 il!

れp,;il』） , 1, i：公論社 1974if: 295・トー J。

( i l".!0) 本111 llfH醤書 83へ >,. 
(i}21) Jjiい美光行「E沢東I己主＼ 0 j （『アンア経済』

1972 {j'l2 Jj) 62ベジ。

(i122) 干与えはもちろん“人間”である。だがそれ

は，日産史的行IJl定を受ける具体的な終で牧：えられるの

でなければIT：‘解とはし、L、難い。

(i]:'.!:l) F人民t:l報』 1958年 6nらI!o 
Cil,2,l) i、人f1;日報』 1958年；ljj :H 11。

(ii''.!5) I人民LI報』 19回年3)!221 ！と

(it2ti) ii同日吉ij掲書 634へ

皿大躍進における発展と均衡

1. 重量法体系の動態的特質

あらゆる前提を無効とするところまで一気に突

き進む“試行錯誤”としての大躍進運動は，究極，

農村の現実を厳密に規定してU、る農法の校源にま

で遡る。新式農具は， “近代”から“現代”への

変革の中で一切の前提条件が加熱され流動化され

たうえに，新しい歴史の蔚芽として創出されてく

るのである。ところでこの過程で否定されてい

し厳密な手続きから生み出される伝統的農法の

保障機能とは，なお自然条件の影響を受け易い，

生産力水準の低い段階での話であるとも考えられ

う｝
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“現代”とどこかで両された“過去”と言い去る

ことができなレでレる。政治史的には第一次大戦

やロシア革命の時期が常識的には一応のl同期とさ

るが，しかし近代的発展の事例に明r，かなようト＼

高度の生産力水準が達成されたからといヮて，モ

ふるL、はj)i代（1ワれをもって近代合理主義の限界，

文化やイヂオロギーの而でれるにもかかわらず、科学技術の体系硬直化の陸路が克服されるわけで

“現代” i土この第一次大戦前の歴史的諸条件・

より強いかかわり合いなしには過ごされな

はうれともと生産力内観点力sらでは援し、えなはない。

とぴ），

い多くの問題に当面してk、る。むしろこの上うな

状出であればこそ，われわれはこの時期に，) し、て，

たといそれが照史“学”的には邪道であっても．

L、ささか大胆な素描を行なわざるを得な＇， '---11：に、

現実に対する学問の；姿勢がrJ1われはじめとL、るこ

い問題が内在しているといえ上う具体的には‘従

来の構造分析的な方法が静態論の域全出ない，歴

史的発展過訟を“震層的”と L 、う If~でしか抜ヤえ

ない限界が問題となる。それぞれの発展段階を典

型として描き出すにとどまるという限りで、現代

の理論的水準はL、まだ近代の枠を超え－c;i,、ない

述へられている内容につb 、て， j'J1f主主での－－~察を

あらためて繰り返す必要はなv、であろう。“近代”

から“現代”への変遷期が問題となる場合には，

すでにブソサ－，~がそうであ.）たように，「思想、ー

や「学jの体系としての破綻をも顧みることなく

この世紀の特徴であろうからj'ii 1 ¥ L
i
L
 

V
）
 

L
f） その方法論そのものが

本質的に現代への視角を欠いてL、るのである｛

とも見ることができょう【

近代に確立された主観を超え！日る悦1'.J!)~ 

へ／｛－ しく要請されるのであるわ

とL、う‘

証言を引用しておこう。

「19位紀の末期から第一次大戦；1 、たる‘現代

に比較的近い時代の諸思想・諸文化の状況をi止界

史的な脈絡の中で位置づけるごとはきわめて同様

なこどであり司現在なお一般化した叙述内仕かむ

存在しなL、とし、うことができょう乙本来， L、かな

この点に関する歴史学からの少し長くなるが、

それぞれの時イ℃における発歴史の発展過程は，

その必然的な展)J是ど均衡との融合過程のう九に，白分自身が生きてL、る時代る時代のノ人の日に七、

開方向として終見されるのであって．｛凶ヤの段階

を実体化した継起的転換として把障されるもので

なし、ことはいうまでもない。よその際の変動要因で

める“階級”にしても本来は，諸個人の発展を古ii

の文化ないし思想は，雑然たる深itiとして映 I）ペヲ

ある一つの歴史的課題が解すいものであろうし，

それぞれの文決された時代にいたってはじめて，

顧みられて，歴史的に位置づけられてい〈イヒが，

「どれか他の階級にたし、しての共同のたた

カル、をおこなうことになるかぎりでのみ一つの階

級を形成する I:p 2 Jとし、う形で提起された概念で、

提に，この時期の丈

特殊な；志化の問題は，現在のわれわれにとって，

のが通例であろう。それにしても，

味をもっているように思われるハ半世紀を経た時

その典型が最初から設定されてL、るわけ

ではないの動態的なその融合過程はウクラァトで

ふって、あるいは一定の歴史的傾依判

断が通用し得べきだと考えられるかも知れないつ

ことに今世紀の歴史の発肢の過程が極めて急速で

期の歴史といえば，

おそらくここに近代ないし現代の，本；すらなく，

来の姿を把握することの容易ではない理由があ

る。大躍進においてこの変革過程は、第 1次511 

年計画期における花散的な空間拡大とし、う水平的

そう考えるべきであるかも

それにもかかわらず， 1，れわ
少なくとも文化的部面では，

あるという点からも，

しカミし，知れないつ

れはこの時代を，

ラZ
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構造が否定され， それに対して議直の，歴史的発

展方向への全面的な転換によって押し進められる

が，その成果である新式農具はそこに再び内部へ

の空閣拡大を実現し，調々の体系を横に貫ぬく全

体の方向として，新たな次元での均衡体系を生み

出していく｝注目さjもるのは， リ連型近代農業と

伝統的農法の絶対化を否定して，合作者より深耕実

現の室間的側面，技者より情耕細作の時間的側面

を継承し， 何者を新危な体系に統合してし、く新式

農具の求心的な性格である。この性格を生み出し

た源といろべき，農法一般に国f干の，その動態的

な特質を見ていくことにしよう。

話lま古〈紀元前（二遡るが，伝統的農法の定式

は，要約つぎのような発展過程を経て確立された

もの？ある r 6世紀（こ『斉民要称rlにおいて基本

的に完成された農法は， その前段階の前演武帝時

(B. C 157～時？の「超過代用法」と，前漢成帝時（B.C. 

32～7）の「氾勝之区種区団法」を継承し，両者を統

合して成立する（注3）。超過代田法とは，無錦の作条

翠を使って：t条のl,:p溝を（llJ, 三の様と混とを年

々交替させることによって，従来の縛耕段階と比

ベて，休閑の解消，連年作付による耕地の拡大を

実現する。無施肥・無潜概地での， 恕耕の導入，

条播・縛をもってする耐羊農法を記述する最初の

例とされている他的。氾勝之区種区田法では， -」
のr・iH溝耕（うねたて耕）を平坦耕へと発展させる。

代用法の休闘の部分（犠の部分〕を廃することが

できたのじ，耕起したあとを摩平し，環擾！涯を形成

することによって地沢の保存が可能とな〆〉たから

である悦5＼同時に区種区団法は，ヲ｜水曜または負

担泣水を必須として深耕・多肥・密植を行なう，厳

密に量規定を受ける集約的な技法であった世6）。

『要術Jは， この発展過程におけるこつの側面

を継承する。一つは翠耕の導入から深耕・多肥・

中間の“近代化”と“現代化”

密植にいたる深耕の実現，他方はそれを補完しか

っ規定する，厳密な「量規定」を受ける集約的な

精耕細作であるo区種区間法が当時の制約条件か

ら傍地を多く伎して耐平作用をもたせたのに対

し，『要術』にいたって，翠の強化・耕転の深化，

''J＇；技法の完成と普及日7)によって，傍地をも耕

地に転用することが可能となるむ同時に，枠型産

の耕深が浅いことによる地沢保存の難点を，手鋤

にとり表土を薄く時I］り，土くれを砕いて直ちに鎮

伍する作業によって，除草とともに毛細管構造を

切断し，水分の蒸発を抑えてこれを補なう位針。東

アジアの農業を一貫する，労働集約的な「整耕体

系未展開！と規定される農法の完成である惜別。

さきに大躍進における農法変革について，重量法

が発展と均衡の二方向に分解・対立した時期であ

るとしたが，『嬰術』においてこうした対立にいた

る過程は，主主耕体系のそれ以上の発展が当時の畜

力条件によって限界に達し， それを中耕除草段階

での精耕細作が補完・代替する形，すなわち発展

から均衡への転l'-'Iが計られる形で解消する。 ［恕

耕体系米展開」という規定に示されるように，農

法の性格は，発展方向（深耕〉と均衡方向〈精耕絢

作）がどのように体系内に統合されるかによって

決定するc しかも，農業機域化のうえに精耕細作

の展開していく方向が農法に必然的な変革の道で

ある。代田法と区種区田法からこのこ方向を継承

する伝統的農法の確立過程では，農村に既存の諸

条件がその限界まで利用されるところから，発展

方向の極限から，均衡への方向が生み出される。

言い換えれば，発展の方向が追求され続ける限り

で，均衡への方向も維持されていく。ここに，そ

れそeれの方向の可能性が追求される分解・対立傾

向の接点，両者の補完・代替関係の変動のうえに体

系が存続するという，その動態的な特質を見出す
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二とができ上九長い間伝統的という枠内にとど

主ってきたとはL、え司両者の間を絶えず揺れ動き

つつそのたびに体系化の装いをと新たにするとい〆〉

た，歴史の展開如何によぺてその性格を大きく変

える可能性が， ）＇法定式｛ヒの j,ともとの時点かん
ノ戸まjLごL、たと二月一えらjLるのであるリ

大躍進においても，以一七に見られるのと1,,J械の

事態が生じるQ 良只改革運動：J:,5Sff 7 Jl にL、た

って突然， 1創造は多いが，普及は少ない」とい

う批判を受けたlill｛いけ ｜典型樹立！という方針か

:trち出されぅ大躍進運動はこの時点を境に，均衡

みl訂へと急転巨iしごし、くっ体系（ヒの最初の段階を

ゆIしたのは，人民公社規模；.こ合わせた農兵の製造

・修理工i品（／）建試，および農兵集配制の整Wlでふ

るG員法発展の結品ともし、うべき、 ：と (.') )jf11］が実現

され具体化されたflさ1守の新式農貝を原点としと，

それらを織に！＇t1h. ＼、ての均衡のJ;rf.Jであ J ，た。民

法自体としては、同年実験段階にあった深林・多月巴

・密摘の試みyい斗えが明けて全面的に実施に移され

るc 二の場合には追肥や中排除草など守 .tsよそ，

株ごとへの集約的な回間管理作業が必須となる。

運動初期とは主 J パピく逆の，この大きな転換の

怠味と具体的内容にJパ、ては今後の課題としなけ

ればならないが，前述との関連でいえば，新式臣：；

jもの導入の不可能なはどに空間が緊密化され，体

系における時間的側面がきわだ》て強く現われた

時期である。その後の農業大災書という不?Jlljの弓：

態もあって， 二うした過度の集約化に J八、ては，

大躍進の試みそのものが失敗であ似たという評伝h

を一般的なものにしたc しかし大躍進期全体を通

して考えてみれば‘ こうした結果に帰表する／J!昼間

は，逆にその前段階における農具改革運動の成功

だったことを証するに他ならなレp この時点で，

発展から均衡，，の必然的 t，転r,,iが侠工たのであ
う4

る。一般に大躍進の試みは，伝統的農法に内包3

れてきた宗本的な要因がぱらぱらにされて継起的

に展開していくという，時間の流れが遅くなった

とでもLパうような興味ある性格を示す。過程の－

, ）一つの可能性が徹底して追求された結果と7雪え

t＇，れるが，したが，，て大躍進に J 八、て，すでに確

包さjしている｛；$：系の在nj江からその平I］民好を←fすの
は，まして失敗であったと訴するのは早急に過ぎ

よう。均衡へのか向は，発展過程がその極限支で

追求され実現された・）えに，その展開過l'i'.の内部

から発生してくるのであ J，て，外来的に規定さる

べき 1,のではなL、。そこに均衡，，の方向が生仁て

こなし、と寸一れは，発展の方向についてこそ，それ

が傾斜したものでなL、かどうかが問われなければ

な九なL、のであるの

この強棋の）j仏！とは，単位収量増大という，体

系のふ1:'HIへとr,,1う空間の拡大であった。 一方，そ

の空間を最終的に編成し完結させるのが，精耕綿

｛乍の作業形態で現われる，空間を秩序づけ意味つ

ける時間の流れであるつ深耕・多肥・密続の場合

iこは，農法体系は垂直・水平方向に緊密化する

υJ 11ヘ個守の農作業に要する時間が従来と変わら

ないとすれば，空間全体としての所要時間は長く

なり，この変化に対応して、体系に固有の時間は新

たな修正を受ける。個々の作業を合体する以上の，

全体を系列化しー設させる新しレ次元での流れで

あるハそれまで奨励されていた農共改革が突然批

判を受ける背長にはこうした時間基準の変化があ

ったと考えられ、それに応じて新式農具の性格も

変化してL、くのであるが， この点にJ一八、ては次稿

で問題にしよう。さて，こうして時間と空間が融

合する場介，そこには“場”ともいうべき（注目，

求心的な，＜ 'Jトノレをもった開じた領域が成立す

るの農法体系の動態的な性格を以上にf!iJして7行、
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換えれば‘ーかに内的な宅間拡大をー他方に時間の

流れを二側面として，向＼者を融合して揺れ動くと

いうこどであるつ均質的な空間を設定するにも継

枕代品λ必要でふるっ！是正におヤては空間をさらに

緊街化 j.，：，〕 i'Ji／：二に F；：：じた時間－！走法にそ、て！島村

，／）全｛本が包摂されて l、くとともじラ体系；よ1J1l'fllか

ら支えられ，求心的な閉じた領域が形成されるσ

良｛去を単なる技術体系とはしえなし＼ 命つの丈f七

閣が日足立 Jるシりである

2. 新式農具のいくつかの事例

オ古展！／；閉さされ／t.領域として実現されるという

以 j-_(T）パヲ Fケてこそ、伝統的民法がその定式以

来、長期に，t,／二 J Jご伝統的たるにとど主.，てきた

所以であと） ' 1＇占（去に， ) I号、ては明らかに，そして二

慢の川町；こ［，郎、る近代的発展の結末からすit(Jお

そら〈将i面的に，傾斜しだよのではな：、本来の発

阪とは内.，p',j う空間構造を仁.＞.，現代における技

された，itl屈の－~·Ji土、必然的に求心的な性格を得

びるその構造力入いかにして外部へ展開してL、く

契機をみ f/) hらのうらに内包しうるかとv・ う問題

でふる C, 三こに，問仁た領域としての伝統的農it

：二内包され継承されてきた発恨の諸契機と農民の

主体的契機引を！＇ flされるべき，今AfY'.lな背景があ

る。それらの内的な関連に Jぺ、ては次稿に予定す

るとして司 二二ではその具体的な事例を紹介して

おくにとどclI上「Ic ・DJの前提が無効とされる地

点に立〆Mて，農民♂〕見たむのは一体何であ J yたの

か、につい了であるc

.. D 深耕型新式歩主七

新式畜力良具σ）一..jで点〉る新式歩－台

l°》ろ7年主ごに 1%万8000台が普及rtt1:1〕し，大躍進

にお＼・、ても在来lf!改良のそ子、ルとされた。たとえ

ば，十1・粛省天水県街子郷の大衆はτ 資金を集め，

材料を集的、大T ・鍛冶尿を集中 Lて， 什のう

中国Jワ“近代化”と“現代化”

ちにIf::!2＼＇を排して新式歩産化を実現し，かつ 10日

のうちに車輔化を実現した。中共天水県委はこの

郷の経験を全県に推し広げ・， 3月7日までに新式

歩斤＇J'..? :Ji2000台を普及した（註l針。

新式歩l'f！で注目されるのはその前輪についてで

ある。夜来かには前輪がなく，そのため主主体の安

定を欠く。この点につし、て熊代氏は枠型産につい

て関述するE・ウ工 Fレトの8点を引きつつ，つぎの

上うに指摘されている。「とくに④（枠型撃がi直艇

Joch ・ i封書高で牽かず，：を索または耕繋っき曲杭 Ort・

cheit で牽く）に示される点は，インド・マレー主主，

:'.,;1/1点h".りj発のインド・ゲルマンfp:の固定性にく

九べて，枠'Wff'/Zが揺動惣といわれる不安定性の最

大要問であり，また⑧ （ff!刀とll白輸を欠く）の無輪

。）/i.でも後発のゲノレマンf(lにくらべ“未発展性”

を内包すると考える。枠型'fj"はほかの撃型にくら

べ深耕性iこ欠ける点がここにあるい注lS）。深耕す

れば耕幅が広ま..，て保水に難があり〈注16），また役

畜の負担も大きくなるからである。
クピキ

ここに指摘されている軌で，西洋子fが直躯であ

るのは葦リiに馬を使うためであるe 馬は牛に比べ

て動きが激しいため，首についた似の両端からそ

れぞれ屈伸自在な革帯が出て，その一本は前脚の

うしろにかかる腹帯となり，他の一本は頚にまき

ついて馬の喉笛を押え，制禦がきかずに識しくひ

っぱるのを防いだ。 9世紀後半から10世紀前半に

かけて，この艇が改良されて近代的な頚環となり，

これによ・.＞て，！，!frが全重量を投げかけて引っばるこ

とが可能となる。 j，，］時に縦列のつなぎ方も発明さ

れたという唯一17＼中国では馬が使用されることは

なく，直~ぬへ展開するための契機がはじめから存

注しなかったのである。枠型主主が直転でないもう

一つの理由は，仙の負担を耕牛にかけないためと

考えられる。改良すべき在来'f'(tの例としてつぎの

ララ



1976080058.TIF

とある除草具同！JIと同じ•• Iド小型作に装する‘「甘粛には， 15似）年の寵史を上うな指摘がある。

ものと脅えられる n 現在の郁子に統合される両者

［三歯·~:isJl/1!の系統の違いにつし、ては，次稿に、

どの関連で取り上げる。

( if I 

略） Ji(1i点が“T”字J）＇／をした大きくて喧い耕作で

耕伝時；二日頭の牛が前面lの太い丸太を持ち上げて

ζ二牛約十長”である。もつ生産用見がある？

f1 -7。牽131NJ

1主力の限界を乗り思えるためにー S8年 C)flかじ

lOJlにかけて‘秋耕のためのローイ牢引によるや

排が奨励されたハ民初は深耕狩Jをその支主利用し

（言）この尽は敦,tr／千｛ム許可の北続時代

、i
r
 J
 
i
 

F
－
 

十両」については天野元之助氏の詳しν－1;,fJEかあ：J,

i美代にまで;mゐ川19，むその同（111ド号、v－除法9,v>i両jj年：

（通8ti～fi:l4)ell 1:;t pl!［；二見ら;/Lるとあるh:, 

前進寸る l!iU引っ

引停を前後に合

｛本主せて守両方向への耕転が可能な形に合I］型され

たが、／こだんに付J,[,i，を取り去り、

電力・入力 fιi～ β人い畜力・船の動力るIii

などを利用して，日主jてで‘ロープを：巻き取る〔／H3J“

このロープは牽索全長くしたものと考えられ，村日

明年体系に独特の展開形態である。

「代中井＇？＇占三人力で伝ヲiする例は明代に始まり，

i架耕化としては可 S'.i歩＿！｝！のうしノパ、二つ；tるぷ耕

；中が紹介されており，l井深が凡でンチ以！：深くなる

とL、う（注20¥ .11；：体はY，怜f；：改革（手！！と！iilじにたけ、

さきに指摘したように大躍進の深耕作にず〉：、ご、

双3草苛I と在来 1；~からという二て＇） （＇） 系＇詰与のあ〉たこ

とを知る。 'r：たつぎのkうなj'l1)1J:Jふる＇il,:Ol＇一

M南省長蔦県先進第－農業主j_U）王玉1111~r, fi人lt、

丁’十工"t）の（，）＇，は二午 en背にかかるつ子，jを見ると，

「i古のと名ryけられたη ただし摩史的には，架 i

やはり代用品にc十I葉こん ・II寺推！よ主れたものの，その)f,・函に耕深10.Sセン子8吋歩reを改良して、
守二荒時の台、j坊の役割を果しただけに終っ過ざすべの沖.J11式のJigを装したご主符ヂ；，；の耕j;誌が22センチ

たようであるいれ24）という性格をもっ。その図を一般；二は：33センチ‘最大で40七ン二千の耕だか 1',' 

一人が扶見る 2::,I己iじく枠噌洋！の吋を取り去り，また，河北省府県抜茄郷の場新科深が得られる

守J，両側でロープを巻き取る形式であるの

抜綿花稗2-'i°③ 

そのfi}f医にjfi:j翌！の:r,tを

装したっ翠噌は王玉1111'1のものと 1，司じであるら 1>tiこ

は取手がつL、ており，耕ゃしながら随意に浅i築会

7 p;j--!j主位を利用して、i土，

さきに取りと：rた安lj恒傑はいくつかの高力中耕
なかでもj宝目されるのはJト

7世f/J二に変型の銃を装した，綿稗のメI］取り，株板の

I屈り起こしに使用する一種の蔓lj子の倉lj現である

機を考案してL、るが，三百長調整できる。最大深度は4fi.2センチに達L司

の牛の葦引で 1日4敏の深耕が可能という r

この「銭｜につし、ては、 J己代の『王？員長主』

「棉花の棉柴

CtlM平主t＝は十It＼草）の収後も現状では入力にた上

I (f本秀夫氏の紹介によれば，「同長数

尺，刃巾四寸ばのけjっ両手でこれを持九，前進し

て投げ捨てるように月1＇，、て li，【i：の草金足1]I）去』）、

(1313年fl］）につぎの上うな記述がある

その収穫が遅れると秋耕時期をはずすことに
，
 

）
 
t
 

－，今
〆r
」

なる。長i庄内4年），中国農業機械化科学研究所の根を福う c 特に敏捷をすして司い主常，！｛い東，

燕蘇以北口）農家・種間田者みなこれを用う 1、

（ふみすき）系統に属する鋤呉で，ぞれが似iこ長さ

この種の新しい機械の試製が成功したと」、司、，
1 これはトラケヲーの後部にかけるもので，つつ

入力で

寸町、i

時間当り 7～9畝の棉偲の棉柴を収穫し宅

引き抜くよりも約25倍の効率をもっハすでに，

れた場合iこ現在の「郁子Jとなるの後者の「おti）型

『王禎最古」に，主!l!Jの京11くして開くの錠」とは，
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l有省商丘畏索機械廠で少最の生産をはじめてL、

る｜ ,1 ""・ iっその試みには、 卜分の必然性があ〆 pた

ヘイ、ベト -
VJ 、、 α~ /o:, 0 

伝統的農法にその山来を求めれば，『モ禎一良古cl

J〕「程刀！に行き若し；記地を：：＇！ :'Jく刃で，短鎌内

上ろでしか'I，背が厚く，）策や葦の生える荒地の子r1

待。〕前に， Jj・.,J、J(i二刀を置いてi也を裂き唱 しか

るの九に1/J銭（スキ叶キ）が随う。といよ｝〈あるい

i土、 i本！11C'〕卜＇）＇，片山長あたりにこの刀をほく；と！

ころなればιはや、近代r：，川 JiJ}jでんみ，
④ 木製築畔器

十井±llien lrt 立てi二（定府し‘ 2 1)(c＇）木1廷を古I)古i；を jょ

くして；)/i＜，役高；こ：奈かせて十井tてをも：j fJ）てL、

く員共 /jぎの上ーji二紹介されてL、る

二の主主畦器の;j;jJ,，出土、 i時がま 3寸一〈で， i1l伝品、

均等＇ Ill主面が平整、 7水／；・；均等にinW、i'i/，質良好、

効率高〈，役市に牢かせて!Oil寺間で約｛｝～ l20畝の！pf

立てがでぎ、 人力CJlfi～20／；干の効率がある（'I 27, ,. 

これii:町宮tjf日付円台I］》！二「／Jill是機 と呼ばれゐ

友田l:.Jcご可トハ新式投11_とl,i］種のιのである。た
どし「加q占機 口、 L：市；二イJ水田の漏＇ I，を備え，

木板の前fm：こそjfぞれ地を裂く刃が装してあり，

T夫のYi/Fi~.込見られよ）

二れらの以、ヤ授は，解放前満州で使用されてい

たハ「壊種r,, !・ rι？をF'.'.S:＇，刊るJIの際の説トに使用さ

れた［粒子l，，＇上おこ，モ：乃構造が同じであるつそ

の機能を，i訟を立てるまで高めたものと汚えられ，

その前提として耕杷過程の細深性が要求されるの

!is 3 図 -It 綿花 f＇，＇千戸

〔11:l所） 「人民日報」 1958年3Ji；ぅ1IL 

中間の“近代化”と“現代化”

⑨ 快速収穫機

;i8年G月頃から，小麦収穫吊の手推式収穫機の

創噌・普及が，広東・江蘇・福建などの水田地帯

て、jtめられため小麦：こはすでに実用化され、水稲

にも試験中で，三～；1人で l[cl水稲15畝，鎌に比

べてI0倍前後の高率という Jよ12日）。さ主ざまな君主が

見られるが，子j を内側iに 1，·司けて狭く自己し，そのr~1

を通して小麦をメI］取り，さらに刈取／〉た小麦を受

げとめる装i琶のある点で共通するσ

この先例は，すでに「王禎農吉』に記載されて

Lι。鎌の刃をY字型の枝木の先に装し，両輪を

つけたもので、 「推：鎌！と L、うの

⑨ WJ ゴ吉機

~をi極り出すためのやで，河北省治県の農具試

i良工場で自1J1f,1Iされたものは、 :l枚の’トさな鉱がわ

ずかの隙間を残して三角錐をなすように組合わさ

れ， i由lJfll!Jの銃が士を分けると同時にラ中間の鋭が

警を堀 I）起こすっ手元で耕深を随時調整し 50セ

ンチ支で事IJJ：可能。 4輸を備え， i出を翻するにも

｛変えるという似：lO¥

注目されるのはその体型で，翻地の機能ととも

に，解放前東北で使用された「壊紅jに酷似する

祭 4図快速 llll 湾機

平田収機機

（出所） 『人民H報』 1%8年9月16Ho 
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杷壊第 7 図

ご二二:t>

e，》？
豆竜王

川i1J I I ti/ f丸山jぺ

叫
怖祭 5 図

p 
十i
 

両院i

ft J'J(T年I.')",i~ ；持 11,J｛ど滑走させ，枠木の中間i二部に！梁

子ーをlf,:I) ）；「、それとりもややま：陥［f)j；ニj哀lt＇心f

いL、減刑

十食材で木枠を絡み，「情i誇をつくる出れで，

天里子7ーじ之WJF中国農業史liJf:i'c.JIW¥TJrJ 

二tlにiflllT専の浅i架合調整するJW尚子会H1i1＇：し、
4月の段階

でその紹介があるの前部に肥料を積み，後部に市

圭堅農業社で創製されたものとして、
ィー」勺｛！；保；士約5ピシチ，東北で盛んに！日L、「di,

1iif_jヒ古（上・I,¥京地「イで行なわれたと L うl;l :¥l C 

同極ーのもれにIX愉l'.'.H'＇：り，J)：~＇.＇体を利用しょ＝ji1Jカ邑

ふる｝両輸を校し‘守一}i'fl:J）代わりにj去を長一；，11ひっ

；乏を水に入れて苗を椀えて

いく（／！ト：m。庶史的には宋fにから解放後にわたっ

をi賀き‘中央に坐し，

r f'J.,J.馬Jの名で農氏に！よく愛用されてきた長-r 、ー，
iド七＊ヰC得1

民である（l,.35）。

の九に定式化され，精巧なものへと発展する掠i

[1ft機（田悟機〉は，この挿快船から生まれたものと

考えられ、それを託する初発の形を図示しておく。

府代：こ普及を見た，＇＼｝！／（のための！？主’骨車 iより

,l両省豊城県ん度公佳の歩i芳九f；.長lj

出したもので，竜骨のそれぞれに上を乗せる箱を

Cf｛想、を得ご‘

さらにその箱に車を J Pげて木製の－軌道のし装い

を走らせる
耐nJ:J: 符I主主 8 函

H主の i二ik利連投現時の士紗を

主でi宝び上げるのに｛定；！ Jれたc

機

「人民日報』， 195叫す4月24r:l。

京l~持＇可］身n然 P 殴

（出所〉

広西川＇lit、11治区横i尽

P是］若

何十I；船

大限i庄で♂ ＞ ~HJJじり事（杭iH土，

ff, 6 函 (011 

、号｝

『人民H報』 1958年6JJ 2日。）
 
4f 

2
Hノ｝
 
i
 

e
e
i
 i
 

／
t

、
1951{年'l) l :!ti fl 0 l' 人民日報」r:11，所）
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鉱大すご－。 l 1), L，その111;J；、：；従来の耕't己｛；？、 議 λ

長ねと同じ119科をもち，勝法体系ν）もつ7佐r,11としては

緊常化ナるの

Ciセ12) 物JI)[学にふうける「J鶏η料品j ") ti '.'·• pr，子へ
の導入.: : t l ンュタル lC.－？担 ’hどり先｛到lゥ.,P, I l，こう

した理ぷt't'Jい11i riにつL、て ρ川 1；： 険討，，，でもい／… IYJifilす
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（注25) 『人民ll報』 1958年3月31目。

(i:l:2,i）『11本前掲出 Hi4 165ベ－ ; 0 

（注27) 円、民日報』 1958,i: 3月20打。

Ci主28〕天野白ijj'l.¥書 804ベージ。

Ci主29) 『人民日報』 1958年6月25日。
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Ci主32) 「人民日報』 1958年10月28日。

（注33〕 「人民IJ報』 1959年12月17fl。
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Ci主35〕 ヲミ肝 llfi掲書 234-238ベージ。

おわり ,-‘」ー

腫史的変革過程に内在するさまざまの問題を顕

在化させる大躍進酒場jについて，本稿ではそこに

現われる顕著な特色，＠「現代化jの提唱、ゆ

58年7月を境に発展から均衡へと念、転回する農法

変事の試み，のニ点に着目し，一方は“近代”の

性格，他方は伝統的農法定式化の歴史過程』こ d八、

て，思い切って視野を拡げてし、く懸案の課題を取

り上げた。

第一点は，大躍進運動を現代史の中に位置づけ

る試みであふ“近代”を超克する限りで“現代”た

りうるといういi時代史的な性格に，・）いてである仁

さきに見たようにその超克とは，何らかの“理旭

型”を設定して，それによって“近代”を否定し

て＼.、くということではない。“近代”を“遅れたも

の”として排除していくとU、う ζ とであれば，結

局それは近代合理主義をそのまま踏襲する過程に

他ならない。 「現代北Jへの方向はそうした思考

方法をも含めて，すでに確立している前提を全面

的に否定していくところから出発する。否定の論

理におけるその前提，そこにおける“近代”から

の系譜こそが根底から覆えされていくのである。

第二点はその具体的な内容である。ここから農

法変革について，発展方向と均衡方向との融合過

程として動態的に把握さるべきという観点を提示

したが，この立言については，さらに継続的な検

討が必要である。

本稿の視野を集約していく，均衡の側面が強く

浮かび上がる大躍進後期を考察する際の課題であ

るが，この i試行jがはたして［錯誤Jの域を超

えうるかどうか。しばらく資料の整理に専念する

予定である。 （調査研究部）
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